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論文要約 

【背景・目的】 

自閉スペクトラム症（autism spectrum disorder：ASD）は神経発達障害

の一種である．成人期 ASD の有病率は 1〜1.7％と決して稀な障害ではな

い．しかしながら，成人期に医療機関を受診される ASDの背景，生活状況，

受診に至るまでの修学・就労状況については，これまで明らかとなってい

ない．昭和大学附属烏山病院では 2008 年より成人を主な対象とする発達

障害専門外来を開設している．本研究では，発達障害専門外来を受診し，

ASDと診断された患者の背景，生活状況，受診に至るまでの修学・就労状

況について検討した． 

【方法】 

本研究では，2008 年 4 月から 2017 年 3 月までの発達障害専門外来にお

ける診療録を後方視的に調査した．受診者は，問診票と自閉症スペクトラ

ム指数（Autism Spectrum Quotient：AQ）を記入した後，精神科医による

面接がおこなわれる．面接が終了した後，ICD-10，DSM-Ⅳ，DSM-5のいず

れかに基づき担当した精神科医が診断している．本研究においては，アス

ペルガー症候群，広汎性発達障害，特定不能の広汎性発達障害，自閉症の

診断名の表記を ASD としてまとめた．注意欠如多動症（attention deficit 

hyperactivity disorder：ADHD）あるいは限局性学習症（specific learning 

disorder：SLD）を併存していると診断されていた場合には本研究から除

外した．発達障害専門外来を受診した者のうち，精神疾患の診断を満たさ

なかった受診者を対照群として設定した．対象者の背景，初診時の生活状

況，18 歳までの問題，修学状況，就労状況について，診療録を後方視的

に調査した．本研究は昭和大学附属烏山病院の倫理委員会で承認されたも

のであり，本研究に関する患者の説明と同意には，オプトアウトを適応し

た． 



【結果】 

ASD 群 749 名，対照群 168 名，合計 917 名を調査対象者とした．初診時

の年齢は ASD群で平均 29.2 歳，対照群は平均 36.0歳であり，対照群は有

意に年齢が高かった．ASDの診断を受けた年齢は，平均 27.1 歳であった．

AQ値は ASD 群で平均 34.6，対照群で平均 27.1 であり，有意に ASD群で点

数が高かった．ASD 群では結婚歴のある割合は全体の 9.9％であり，対照

群の 44.6％と比較して有意に低かった．ASD 群では挙児がある割合は

43.2％であり，対照群の 69.3％と比較して有意に低かった．いじめられ

た経験がある割合は，ASD 群では 46.6％であり，対照群の 13.7％と比較

して有意に高かった．不登校歴の割合は，ASD 群では 19.8％であり，対照

群の 5.4％よりも有意に高かった．家庭内暴力歴の割合は，ASD 群では

5.2％であったが，対照群では 0％であった．高校までに大きな差はない

ものの，大学時代に留年もしくは中退した割合は ASD 群では 26.9％であ

り，対照群の 11.2％と比較して有意に高かった．大学卒業後に就労でき

た割合は，ASD 群では 67.3％であり，対照群の 90.3％と比較して有意に

低かった．初診時に，就労していた割合は ASD 群では 41.3％であり，対

照群の 70.7％よりも有意に低かった．当院受診までの就労経験に関して

は，ASD 群では 64.3％であり，対照群の 88.2％と比較して有意に低かっ

た． 

【考察】 

初診時の ASD 群の年齢は，平均 29.2 歳であり，大学進学，就職活動，あ

るいは就労開始という若年時に直面しやすいライフイベントへの困難が

受診のきっかけになっていると推察された．ASD群において，結婚してい

る割合は約 10％，挙児のある割合は 43％と対照群よりも少なく，コミュ

ニケーションの苦手さや就労の困難さが影響していると考えられた．また，

本邦における平均結婚年齢が男性 31.2 歳，女性 29.6 歳であることを考慮

すると，平均 29.2 歳の ASD 群の 10％という結婚率は著しく低いものと想

定される．ASD 群において，学生時代にいじめられた経験がある割合は約

46％，不登校を経験した割合が 20％と対照群よりも高く，ASD 傾向がいじ

めのリスクを高めていることが示唆された．高校までは大きな差はないも

のの，大学では ASD の約 27％が留年あるいは中退を経験しており，大学

では自由度が増えるため，ASD特性による困難さが表面化しやすいと考え

られた．初診時の ASD 群の就労率は約 41％，就労経験がある割合は約 64％

と対照群よりも低かった．就職面接，対人関係で失敗しやすいことから，

発達障害の中でも成人の就労で最も支援ニーズが高いのは ASD であると

いわれており，本研究も ASD の就労における困難を支持する結果であった． 
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